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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
通信方式が異なる複数の第１のアンテナと少なくとも一つの第２のアンテナを備えた電子
機器であって、
　画像を表示する表示パネルと、
　該表示パネルが配置され表示パネルを表示面の反対側から覆うパネル用筐体と、
　該パネル用筐体の外周に配置され左右方向へ延びる上面部と該上面部の左右両端部から
それぞれ直交する方向へ突出された一対の側面部とを有すると共に非金属性の材料によっ
て形成された配置用枠と、
　表示パネルの外周部及び配置用枠を表示パネルの表示面側から覆うと共に非金属性の材
料によって形成された外枠とを備え、
　配置用枠の上面部と一方の側面部に少なくとも一つずつの第１のアンテナを配置し、
　配置用枠の上面部又は他方の側面部に少なくとも一つの第２のアンテナを配置した
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
配置用枠に複数の係合部を設け、
　外枠に配置用枠の複数の係合部がそれぞれ係合される複数の係合部を設け、
　配置用枠の係合部と外枠の係合部との係合のみにより配置用枠と外枠を結合するように
した
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
配置用枠に複数の結合用係合部を設け、
　パネル用筐体に配置用枠の複数の結合用係合部がそれぞれ係合される複数の結合用係合
部を設け、
　配置用枠の結合用係合部とパネル用筐体の結合用係合部との係合のみにより配置用枠と
パネル用筐体を結合するようにした
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　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
第２のアンテナを配置用枠と外枠によって形成された空間に対して引出及び収納自在とし
た
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
第２のアンテナを配置用枠の上面部に配置した
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項６】
第２のアンテナを配置用枠の上面部及び側面部にそれぞれ配置した
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項７】
配置用枠と外枠との結合に際して、金属製の取付ネジを使用しない
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項８】
第２のアンテナを配置枠の側面部に配置し、上面部方向に引出及び収納自在とした
　ことを特徴とする請求項４に記載の電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　加えて、第２のアンテナ５９を引出及び収納自在として表示部４の内外で出し入れ可能
としたので、第２のアンテナ５９を引き出すことにより該第２のアンテナ５９を上方に位
置させることができ、受信感度の向上を図ることができる。また、第２のアンテナ５９を
側面部に配置し、上方に引き出すことにより、装置本体部２から発するおそれのある不要
なノイズを受信する可能性が小さくなり、なおかつ垂直偏波の通信の受信感度の向上を図
ることができる。
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